
in沖縄

参
加
者
26
名（
農
業
経
営

士
10
名
、
経
営
士
の
奥
様

16
名
）で
1
月
16
日
～
18

日
に
2
泊
3
日
の
夫
人
研

修
会
を
沖
縄
で
開
催
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
農
業
経
営

士
の
奥
様
達
が
中
心
の
研

修
会
で
、
宿
泊
を
伴
う
も

の
は
昨
年
の
北
海
道
に
続

き
、今
回
が
2
回
目
で
す
。

研
修
で
は
八
重
山
諸

島
の
石
垣
島
、
西
表
島
、

由
布
島
、
小
浜
島
、
竹
富

島
の
5
つ
の
島
を
巡
り
ま

し
た
。沖
縄
民
謡
や
牛
車

な
ど
の
独
特
な
文
化
に

触
れ
た
ほ
か
、サ
ト
ウ
キ

ビ
や
石
垣
牛
と
い
っ
た
沖

縄
な
ら
で
は
の
農
産
物

を
見
学
し
、実
り
多
い
内

容
と
な
り
ま
し
た
。

結
城
農
業

か
わ
ら
版
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さ
ら
に
、今
回
の
研
修
で

は
筑
西
・
坂
東
・
結
城
地
区

の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、
離

れ
た
地
域
の
方
々
の
交
流

も
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
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発
表
後
に
は
、
鈴
木
農

場
の
鈴
木
正
己
氏
か
ら

「
実
践
者
か
ら
見
た
Ｇ
Ａ

Ｐ
の
意
義
」に
つ
い
て
講
演

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

鈴
木
氏
は
、前
職
で
Ｉ
Ｓ

Ｏ
の
認
証
に
携
わ
り
、
当

時
の
経
験
を
ふ
ま
え
、
作

業
工
程
管
理
の
大
切
さ

を
意
識
し
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を

取
得
し
ま
し
た
。

実
際
に
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
は
じ

め
た
こ
と
に
よ
り
、
保
管

方
法
が
変
わ
り
整
理
整

頓
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。
日
々
の
積
み

重
ね
が
功
を
奏
し
、
昨
年

度
の
ク
レ
ー
ム
件
数
は
ゼ

ロ
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

安
心
安
全
な
も
の
を
提

供
す
る
に
は
ど
う
す
る
べ

き
か
、
鈴
木
氏
の
熱
い
講

演
を
若
い
農
業
者
は
、
熱

心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

「イ
チ
ゴ
高
設
栽
培
の
自
家
経

営
へ
の
導
入
試
算
」

鬼
怒
４
Ｈ
ク
ラ
ブ

結
束

龍
輝
氏

「独
立
就
農
を
目
指
し
て
」

農
業
学
園
受
講
生宮

崎

誠
氏

ク
ラ
ブ
活
動
紹
介

右

結
城
農
業
青
少
年
ク
ラ
ブ

渡
邊

竜
一
氏

左

鬼
怒
４
Ｈ
ク
ラ
ブ

瀬
崎

成
俊
氏

↑発表を行う
結城農業青少年クラブ 菅井 渉氏

↑講演を行う
鈴木農場 鈴木正己氏

➙
経
営
士
の
奥
様
16
名

結
城
農
村
青
少
年
ク
ラ

ブ
の
菅
井
渉
氏
を
は
じ
め
、

3
名
の
経
営
改
善
取
組

み
を
主
と
し
た
発
表
は

素
晴
ら
し
く
、
地
域
を
担

う
若
い
農
業
者
の
力
強

さ
・
頼
も
し
さ
を
感
じ
ま

し
た
。

特
に
、菅
井
氏
が
「
夏
作

の
品
目
大
転
換
」
と
題
し

て
発
表
し
た
、
ア
ス
タ
ー

か
ら
初
夏
ネ
ギ
栽
培
へ
の

品
目
転
換
の
英
断
は
、
機

械
化
に
よ
り
作
業
効
率

を
高
め
、
従
業
員
の
負
担

を
軽
減
し
、
働
き
方
改
革

に
も
繋
が
る
、
経
営
感
覚

に
優
れ
た
戦
略
的
な
内

容
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し
た
。

菅
井
氏
は
、1
月
29
日

に
行
わ
れ
る
「
茨
城
県
農

業
青
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発

表
会
」へ
地
域
代
表
と
し

て
参
加
し
ま
す
。

1
月
22
日(

火)

ビ
・
ア
ー
ン
ジ
ュ
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ａ
で
平
成
30
年
度
結
城
地
域
農

村
青
少
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

↓
由
布
島
・西

表
島
間
海
を

渡
る
水
牛
車

↑参加者26名



12
月
3
日(

月)

結
城
普
及

セ
ン
タ
ー
は
じ
め
県
西
3
普

及
セ
ン
タ
ー
は
、
井
関
農
機

株
式
会
社
夢
あ
る
農
業
総

合
研
究
所
に
お
い
て
、結
城

地
域
ア
グ
リ
講
座
「
農
業
機

械
及
び
Ｇ
Ａ
Ｐ
研
修
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

講
義
で
は
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
つ
い

て
、井
関
農
機
株
式
会
社
の

担
当
者
か
ら
基
本
的
な
知

識
と
取
組
み
事
例
を
学
び

ま
し
た
。
Ｇ
Ａ
Ｐ
「G

o
o
d

A
g
r
ic
u
ltu

r
a
l
P
r
a
c
tic

e

」

は
農
業
生
産
工
程
管
理
手

法
と
直
訳
さ
れ
、
近
年
、
食

と
人
の
安
心
安
全
を
守
る

観
点
か
ら
普
及
が
進
ん
で

い
ま
す
。

参
加
者
は
、取
組
む
こ
と

と
認
証
を
取
得
す
る
こ
と

の
違
い
を
意
識
し
て
質
問
し

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
機
械
の
展
示

ブ
ー
ス
で
は
、
先
端
技
術
に

つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。
特

に
、
田
植
機
に
搭
載
さ
れ
た

セ
ン
サ
ー
が
、
土
壌
肥
沃
度

等
を
田
植
え
時
に
実
測
し
、

施
肥
量
を
自
動
制
御
す
る

独
自
の
「
可
変
施
肥
技
術
」

に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
し

た
。講

座
全
体
を
通
し
て
参
加

者
か
ら
は
、「
Ｇ
Ａ
Ｐ
は
良
い

農
業
の
や
り
方
で
あ
り
、農

業
全
般
に
関
わ
る
と
分
か
っ

た
。
管
理
や
記
録
の
重
要
性

を
実
感
し
た
。
」
な
ど
の
感

想
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

常
総
市
の
新
規
就
農
者

松
村

欣
幸

氏

茨
城
県
で
農
業
を
始
め
た
理
由

茨
城
県
は
農
業
が
盛
ん
な

た
め
、始
め
る
な
ら
こ
こ
だ
と

思
っ
た
か
ら
。

今
心
が
け
て
い
る
事

技
術
向
上
の
た
め
に
昨
年
の

や
り
方
を
見
直
し
、
地
域
の

先
輩
農
業
者
に
聞
い
た
り
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
、
新
し

い
技
術
を
取
り
入
れ
て
い
る

農
業
の
魅
力
は
何
で
す
か

品
目
設
定
・
生
産
・
収
穫
・
出

荷
の
全
行
程
を
す
べ
て
自
分

で
決
め
，一
環
で
行
う
こ
と
が

で
き
る
事
。
自
分
の
や
り
た

い
こ
と
を
形
に
出
来
る
。

こ
れ
か
ら
の
目
標

販
路
拡
大
・
新
品
目
栽
培
へ

の
挑
戦
を
考
え
て
い
る
。

連絡先 茨城県県西農林事務所
結城地域農業改良普及センター（担当 中村、森）
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Ｇ
Ａ
Ｐ
の
理
解
を
深
め
る

↑松村氏

新規クラブ員募集中！
同世代の農業者との交流会を開いて情報交換をするほか、自分たちで

テーマを見つけて研修を行ったり、旅行に行くこともあります。
普及センターが開催している講座や県外などへの研修会に参加するこ

ともできます。 ↑カボチャ栽培

↑ＧＡＰ研修中の参加者

↑農業機械の展示ブース
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毎
年
、育
苗
に
失
敗
す
る
大
き
な
原

因
に「
浸
種
不
足
・
催
芽
ム
ラ
」
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。育
苗
計
画
を
た
て
十
分
な

｢

浸
種
・
催
芽
」
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

住 所 茨城県結城郡八千代町大字若1517-5
TEL 0296-48-0184 FAX 0296-48-2682
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い
ま
だ
本
病
を
媒
介
す
る
ヒ
メ
ト
ビ

ウ
ン
カ
の
ウ
イ
ル
ス
保
毒
率
は
高
く
、

発
病
株
率
も
高
止
ま
り
状
態
で
す(

表

１)

。
今
で
き
る
対
策
を
地
域
ぐ
る
み

で
徹
底
し
、
一
刻
も
早
く
本
病
を
終

息
・
撲
滅
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

○
浸
種
は
水
温
10
度

～
15
度
で
、
積
算
温
度

１
０
０
度
～
１
２
０
度

(

水
温
10
度
の
場
合
10

日
～
12
日)

を
目
安
に

種
籾
が
ア
メ
色
に
な
る

ま
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

催
芽
で
は
ハ
ト
胸
状
態

(

図
１)

に
な
っ
た
こ
と

を
必
ず
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

○
ヒ
メ
ト
ビ
ウ

ン
カ
は
水
田

畦
畔
や
周
辺

の
土
手
等
の

イ
ネ
科
雑
草

で
越
冬
す
る

の
で
、
除
草
を

徹
底
し
ま
し
ょ

う
。

↓

は
と
胸

状
態
の
種

図1


